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回 授業計画 授　業　内　容

科
目
名

保育の基礎理論
必
修
・
選
択

必　修
授
業
形
態

講　義 評
価
の
方
法

試験 50%
レポート 40%
提出課題 −

担
当
者

小林　建一
単
位
数

２
学
年
・
期
間

１　年
後　期

授業態度・意欲 10%

授業の
ねらいと概要

保育の歴史・思想や制度、内容、方法、現状と課題などについて、体系的な学習を進
めながら、保育全般について理解を深める。テキスト、プリント、パワーポイント等
による学習を中心とするが、必要に応じて討議や発表等を行う。

到 達 目 標
・保育の基本的な知識を身につけ、保育の意義が理解できるようになる。
・望ましい保育のあり方について思考し、判断する能力が身につく。
・�自らの保育についての考え方を表現する力が身につくと同時に、実際に保育を展開する技能の基礎が培われる。
・子どもの最善の利益となるような保育への関心・意欲・態度が育つようになる。

学習者への期待
（含準備学習）

事前にテキストの該当箇所を読んでおくことが望ましい。授業中に生じた疑問点等は
質問するなど、学習への積極的な取り組みを期待する。

テ キ ス ト
森上史朗・小林紀子・若月芳浩編：『最新保育講座１　保育原理』（ミネルヴァ書房）

参 考 文 献 厚生労働省編『保育所保育指針解説書』（フレーベル館）

１ 保育の基本Ⅰ 保育とは何か、子どもの最善の利益と保育

２ 保育の基本Ⅱ 保育の社会的な意義と役割、保育所保育と家庭的保育

３ 保育の基本Ⅲ 養護と教育の一体化、環境を通して行う保育

４ 保育の制度と現状Ⅰ 保育所・幼稚園・認定こども園

５ 保育の制度と現状Ⅱ 最低基準と保育施設環境

６ 保育の制度と現状Ⅲ 諸外国の保育制度

７ 保育の目標と内容 保育所保育指針の基本的な考え方

８ 保育の方法Ⅰ 生活と遊びを通して総合的に行う保育

９ 保育の方法Ⅱ 発達過程に応じた保育

10 保育の方法Ⅲ 個と集団を生かした保育

11 保育の計画と評価 計画・実践・記録・評価・改善の過程

12 保育の思想と歴史Ⅰ 諸外国の保育の思想と歴史

13 保育の思想と歴史Ⅱ 日本の保育の思想と歴史

14 保育者の専門性Ⅰ 保育士の資質・任務・職業倫理

15 保育者の専門性Ⅱ 家庭・地域等との連携や協働


